令和元年度　実務なし・再研修　レポート
受講者番号：　　　　　氏名：　　　　　　　　　　　　  ※各設問300字以上で記載してください。
3月19日必着でご提出ください。
レポート様式は当会ホームページのトップページ「新着情報」（3/9付）からもダウンロードいただけます。




⑮-4ケアマネジメントの展開「筋骨格系疾患及び廃用症候群に関する事例」

設問1. 以下の筋骨格系疾患の悪化予防と生活上の留意点について記載ください
　・変形性膝関節症
　　








　・関節リウマチ
　　








設問2. 廃用性症候群の予防と改善方法として考えられる療養上の留意点を記載ください
[bookmark: _GoBack]

設問3. 筋骨格系疾患利用者のケアマネジメントに際し、①アセスメントと②ケアプラン作成の場面で
留意すべき点を記載ください
①アセスメント











②ケアプラン作成











設問4. 筋骨格系疾患利用者の住環境整備に活用できる介護保険制度とサービス導入時の留意点を
記載ください


⑮-5ケアマネジメントの展開「内蔵の機能不全（糖尿病、高血圧、脂質異常症、心疾患、
呼吸器疾患、腎臓病、肝臓病等）に関する事例」

設問1. 介護支援専門員が、内臓疾患についての知識を要す理由と、ケアマネジメント上の留意点を
記載ください
















設問2. 脂質異常症が引き起こす可能性のある疾患と、その予防、改善策について介護支援専門員が
留意すべきことを記載ください




設問3. 内臓疾患治療中の利用者のケアマネジメントを行う際、以下のプロセスごとに留意すべき点を
記載ください
①アセスメント








②ケアプラン作成








③サービス担当者会議








④モニタリング


⑮-6ケアマネジメントの展開「看取りに関する事例」

設問1. 介護支援専門員が在宅看取りを学ぶ必要性について、社会的背景を記載ください
















設問2. アドバンス・ケア・プランニング（ACP）とは何をどのように行うことか、記載ください


設問3. 看取り支援を行う際、本人と家族の心理面について介護支援専門員が配慮すべき点を記載
ください


















設問4. 看取り期のケアチーム調整における介護支援専門員の役割を記載ください

⑯アセスメント及び居宅サービス計画等作成の総合演習　　※文字設定なし
テキストの「Eさん事例」を読んでください。[演習シート2]のP405について、最上段の「健康状態は
生活機能にどのような影響を与えているか？」の例示は以下になります
	【脳梗塞後遺症による影響】 ・杖歩行に付き添いが必要。ベッド周辺動作や移乗も手すりを把持して可能だが、不安定。転倒に注意を要す。　⇒排せつや入浴、更衣に中～重度の介助。 ベッド上で過ごすことが多く、活動性に乏しい。
【その他】 ・入れ歯が合わなくなって痛みがあり、上手く噛めず痛みがある（原因は歯周疾患？麻痺？）。　⇒食事提供に配慮を要す。（食事が苦痛？体力への影響？楽しみの喪失？）



設問1. 現状が続くことで予測されるリスクは何か？（防ぐべきこと）を記載ください
	[環境]
	[個人]

	【家族】







【生活状況】
	



設問2. 状況を改善するための促進因子は何か？を記載ください
	[環境]
	[個人]

	【家族】







【生活状況】
	


設問3. [image: ]P410 [演習シート4]　居宅サービス計画書第2表を作成してください　※文字設定なし
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